NEJM勉強会2003  第29回03/10/22 実施  Bプリント

 担当: 摩湯　範子(mayu-tky@umin.ac.jp)
Case 24-2003: Problem　list
〔現病歴,現症より〕

＃発熱

　入院当日より。

　受診時37.8℃、３時間後に39.3℃にまで上昇

＃消化器症状

　右下腹部中心の腹痛、１８ヶ月前より間欠的な発作として発生している。

　悪心、嘔吐、便秘のエピソードあり。

　入院１ヶ月前より増悪傾向にある。

　入院時所見にて腹部自発性防御あり。

＃type１糖尿病

　確診済み。経過中血糖値の上昇を認めている。

　尿所見あり（糖、ケトン体、微量蛋白）

〔Labo　dataより〕

＃　PR110/min↑

＃　RR24/min↑

＃　Glucose143mg/l↑
＃　Calcium 10.7mg/dl↑

＃　Ht　34.5%↓

＃　Neu若干↑,Lym↓

〔入院時画像所見にて〕

＃腹骨盤内腫瘍

　1cm径の多数の透過性領域を含み、臍付近より膀胱まで達する巨大腫瘍。(6x10x10cmCT、7x10x15cｍMRI)

＃腹水（中程度の）

＃卵巣所見：　右側は同定不能、左側は腫脹している。

＃胸水（両側に少量）

＃右尿管のわずかな拡張

＃小腸ループのわずかな拡張像

